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【研究活動の要約】 

①京丹後市の市制 10 周年にあわせた文化財の特別公開に協力―歴史学科教員と学生・院生が協力して

大宮売神社の展示をリニューアルし、特別公開当日（10 月 5 日）には学生らが展示解説を実施。

②学校資料の整理と目録作成、翻刻―学生・院生と協力して、現地で学校資料（田村小学校など）の調

査と整理・翻刻を実施

③「木津村役場文書目録」の刊行に協力―史学専攻大学院生が中心になって、「木津村役場文書目録」

の解説を執筆し、平成 27 年 3 月に刊行された。

④「大丹後展―日本のふるさと」の企画について―平成 27 年 12 月から京都文化博物館で開催される

「大丹後展」の企画に、歴史学科教員が協力。

【研究活動の成果】 

①寺社史資料の保存と活用方法について―大宮売神社の展示リニューアル

展示されている史資料を歴史学科の学生が整理し、市民にわかりやすく神社と地域の歴史を伝える場

所として、リニューアルした。

②学校資料の翻刻

田村小学校の学校日誌について、国民学校期（1940 年～45 年）について翻刻に取り組んだ

③「木津村役場文書目録」の解説執筆

解説執筆のために、改めて村役場文書の分類を行い、その概要を確認した。年次別ではなく、分類ご

とに解説を書いたことによって、村役場文書の概要が明解になった。

④「大丹後展」の展示図録の作成

コンセプトについては、展示を通じて、時代を切りとった丹後ではなく、通時的な丹後の姿を浮かび

あがらせることに努めた。

図録の執筆は今年度中に行い、完成は次年度となる。

【研究成果の還元】 

・大宮売神社の文化財特別公開の解説（10 月 5 日、大宮売神社、約 80 名）

・「木津村役場文書目録」（府大図書館、京丹後市立図書館で閲覧可） 

【お問い合わせ先】   文学部・教授・小林啓治 

  Tel: 075-703-5254  E-mail: orochi@kpu.ac.jp 



参考（イメージ図、活動写真等） 

大宮売神社の特別公開日（10月 5日）に行われた院生・学生の展示解説 

【神社の歴史と文書史料の解説のようす】 

【考古資料の解説のようす】 

【神社境内の解説のようす】 




